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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜患者様連絡事項＞

· 塚本勝昭様～弘前のお兄様から主治医との面談希望がありました。日程については現在調整

　　　しています。奥様との面談は２月20の予定です。

· 吹越里美様～お父様と主治医の面談は２月15日の予定です。

· 若松博士様～明日、頭創部の抜鈎予定で市民病院受診予定です。

　　　　　　　　措置入院の方ですので、外出の際付き添いのスタッフは十分に注意をして事故

　　　　　　　　のないように出発前に再度打ち合わせをしていきましょう。措置入院の外出時

　　　　　　　　の責任についても再確認しておきましょう。

· 北山幸博様～西Bへの移動について、主治医より一時期の興奮や不穏はなくなってはいるも

ののまだ、表情の硬さや不満を訴えるなどの状況はあるため、東Bでも対応

可能であれば、東Bへの移動でもいいのでは。と返事を頂いてます。

現在、東B男性ベッドの空きがないため、今後調整していく必要があります。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様～　病室の環境調整として、隔離室にベッドをいれています。自室では、ベッ

ドに腰をかけて過ごされたりと転倒・転落などの危険行動はありません。

日中の退室時間においても、静かに椅子に腰をかけて本を読んでいたり

スタッフとの会話を楽しまれています。周囲の患者様へ過度の関心を抱く

こともなく、神に関する発言もきかれません。

→今後も引き続き、退室時間を設けて積極的に関わっていきましょう。退室時間中の事故

　防止の為に、傍での観察にも留意しましょう。

· 吉田　福松様～時間隔離開放後も、せん妄状態が続いています。ホールでベンチをひっくり

　　　　　　　　　返したりの行動もあり、介入のスタッフに対しては粗暴行為はありません。

　　　　　　　　　各勤務帯での、放尿がありますが、下肢の浮腫は続いています。

→時間隔離解放後は、なるべくホールへ誘導をして、刺激を与えていくようにしましょう。

　排尿のムラもあるため、排泄状況も確認していきましょう。

＜要観察患者様について＞

大久保　美津子様～今朝より、右足首の腫れと水泡がみられています。川端Dr.報告をし

　　　　　　　　　本日、レントゲン検査を施行しています。結果、「右脛骨骨折」が

　　　　　　　　　認められ、室岡整形外科受診となりました。御家族へは電話連絡を

　　　　　　　　　をして、来院不可能の為、スタッフのみ付き添いにていかれています。

若松　博士様～友人との面会時には物のやりとりなく落ち着いて話されています。お母様

　　　　　　　との面会では「周りに話しを聞かれたくないから、個室で面会したい」と

　　　　　　　本人からの要求があり診察室を提供しています。お母様との会話時には

　　　　　　　は易怒的となることあり、スタッフの付き添いをしていきましょう。

〈川端Dr.ケースカンファレンス〉

曽我　正子様～本日、採血を施行しているのでその結果をみて、今後を決める予定です。

　　　　　　　結果によっては、御家族の希望があったように総合病院への紹介方向と

　　　　　　　なります。また、精神症状がみられはじめてきている為、抗精神病薬の

　　　　　　　処方と下剤処方の予定です。

吹越　里美様～やや、落ち着きのなさ・精神症状がみられはじめています。増薬予定です。

吉田　福松様～内服治療をしているが、さほど改善はみられず。現在のまま南病棟への移動

　　　　　　　を予定していく方向です。まずは、睡眠確保の為、内服調整予定です。

柏崎　貞司様～時折、突発的な怒りなどがあり。内服治療開始の予定です。また、排痰の

　　　　　　　量が多い為、抗生剤の処方も考慮する予定です。













